
職員室へ （内線・携帯も活用） 

健康危機発生時の対応マニュアル         

   
（健康危機とは、食中毒、感染症、毒物劇物、各種災害その他何らかの原因により生命と健康の安全を脅かす事態をいう） 

 
 

                                                                                         
                                              

                 
                     
                     
               

                     
             
 
 
 
 

 
 
 

 
 

     

             

     

 
 
 

                            
  
                
                       

      
                              

                      
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
                                        

 
 

 
 
 
 
 
 

 

  危機の認識 

 
・朝の健康観察 
・欠席状況 
・保健室来室者 
・近隣からの情報 

・感染症動向 
(日頃から意識を持つ) 
・プール、運動場など校
内の事故 

健康危機発生 
  ・通常に比べて多数の欠席者 
  ・多数の類似症状の訴え 
  ・新型コロナウイルス感染症に関する情報  

  ・管理下における事故 

児童の救護 

  ・症状観察 
  ・救急処置 

  ・病院への移送 

発見者または 

連絡を受けた人 

市教委教育相談課 

（ １ ５ - ８ ０ ４ ８ ）          

          

  （学校に不在時）  校

長（         ） 

教頭(          ） 

 記録担当 

     

  救護補助 

学校医 

   851-3434 
            

管理職 養護教諭 担任 

救急車又は病院連絡 
  

枚方市保健所 
 （ 072-845-3151 ）   

    

全職員 

①情報収集 
   類似症状による欠席者及び罹患登校者の確認と健康観察  
②管理職への報告 
③症状のある者に対する対応 

（手当と家庭連絡及び時間的経過の記録） 

④当該以外の児童への対応 

給食担当者 

栄養教諭 
      

校長・教頭 より対応決定と指示 

・状況分析、原因の究明  
・健康被害の拡大防止対策 
・関係機関への連絡調整及び提出文書の作成 
・学級閉鎖の必要性の有無 
・家庭への連絡方法 

・今後の対応（消毒、出席停止など） 
・児童への指導（給食当番は有症状者を除く。  
手洗いの徹底等） 

・帰宅時間、給食の有無 

 ＰＴＡ会長 
PTA本部  

  PTA生活指導委員長 
            

給食課 

（   15-8030  ）  
  ） 

 調理場   

（072-855-53

43）      ）    

    ） 

留守家庭児童会 

  （ 072-856-4401 ）      
 ） 

教頭・各担任  

児童の健康管理と心のケア 

 
  ・再発防止（児童への健康管理についての指導） 

  ・当該児童の家庭訪問 
  ・電話による体調確認 
  ・翌日以降の連絡等 
  ・プライバシーや個人情報に充分に配慮する。 

各家庭 

 
 ・お知らせプリントの配布（当該クラスまたは 
全校） 

 ・必要に応じて連絡網、メール配信 



感染症に対する初期対応の概要について 
 

 
 

迅速な状況把握 
 
 

 
 

 
 

 

  罹患した欠席児童が在籍数の15%～20％を超えた時 

  

 
  

 

                                          ・欠席理由を把握して、学校全体として取り組む 
 

 

  類似する症状・共通する内容がある時 
 

 

                                          ・今後の事態を予測して即応態勢に入る 

 
 

 児童生徒の健康状態把握 
 
 

 
 

 
 

 

  クラス全体の健康観察を行う 

 

 
  

 

 
 
 
 

 

 

   二次感染予防 

 
 

 

   ・手洗いの励行 ・マスク使用の徹底 ・換気の徹底 

 

   ・食器やハンカチの共用禁止  ・校舎内の消毒 
 

 
 
 
 

 
 

   対策委員会設置 
 
 

 

 

 
 

 

 同じ身体症状を示す児童が15%～20％を超えた
時 

 

 
 

 
 

 
 

  役割分担を速やかに決め対応 
 

 
 
 

 
 

  関係機関への連絡 
 

 

 

          ・学校医等と協議の上、所管の保健所に相談 
 

          ・教育委員会へ連絡 

 
 
    ※大阪府学校保健会編「学校長のための危機管理マニュアル」より抜粋し参照 。  
    割合については、平成 26 年度の枚方市教育委員会のインフルエンザ時の学級閉鎖基準による  

 


